
 

 

『木のペンダント』 

 

 

 

 

 

【 時 期 】 通年 

 

【所要時間】 ３０分～１時間 

 

【 対 象 】 幼児以 

 

【 定 員 】 １４０名 

 

【 準 備 】 （団  体）雑巾、ゴミ袋、新聞紙、ペンダント材料 

※ひもは、事前に教材等購入申込書を提出する。 

       （自然の家）キリ、紙やすり、ポスカ、絵の具（用具一式）、カッターマット 

 

【 指 導 】 自然の家職員による指導はありません。 

 

【 展開例 】 

１．輪切り材にキリでひもを取り付けるための穴をあける。 

※木にキリで穴を開ける時は、カッターマットや板をしいた上に木を置く。 

２．紙ヤスリで表面をなめらかにする。 

 ３．絵の具やポスターカラーで絵や文字をかく。 

※自然の家の周りの小石、木切れ、小葉などの自然物も取り入れて作成するのも良い。 

４．ひもを取り付ける。 

５．活動終了後、後片付けや整理整頓・清掃を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

【指導上の留意点】 

１．用具の貸出・返却等について自然の家職員と打ち合わせを行う。 

２．キリなどの刃物を利用する際には、引率者の目が届きやすい環境にする。 

３．道具を分散して配置するなど、人が密集しないように実施する。 

４．緊急性の高いアクシデントが起こった場合は自然の家事務室（内線２１３） 

に連絡を入れる 

 

＊youtube「日高 sun 太ちゃんねる」でも動画を公開中。 

 右の QRコードを読み込むか、「日高 sun 太ちゃんねる」で検索してください。 

 

 

 

 

 

日高山脈に自生するシラカバなどの木を輪切りにしたものの表面を紙ヤスリでなめらかにし、

絵や文字などを書いて木のペンダントに仕上げる。木のぬくもりを感じながら、世界でただひと

つのオリジナル作品を創り上げ、自然の家での記念の作品にしよう。 

しながら、自然の家周辺の植物（ドングリや葡萄のつるなど）を採取し、動物・人形・リース

やかごづくりを行います。特に秋は、材料も豊富になるので、バラエティーに富んだ作品づくり

を楽しむことができます。 

。 

 

【参 考】 ◎図工美術 ～ 対象や対象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通し

て理解するとともに、材料や用具を活用し、表し方などを工夫して、

創造的につくったり表したりすることができるようにする。 

 


